




１．配線工事施工時の注意事項 

 

1-1．目的 

高速スイッチングを行うインバータのコモン・モード電圧が、電動機や機械（減速機

を含む）浮遊容量に印加されると、軸受の電食に至る可能性が考えられる。 

上記要因による電食を防止する観点から、配線工事施工時の注意事項を以下に示す。 

 

1-2．配線工事施工時の注意事項 

（１） インバータと電動機間の主回路ケーブルは最短経路で配線し（Ｌ分の低減）、極力 

シールド付ケーブル（シールドの両端をそれぞれの機器に接続する）を使用する。 

（浮遊容量の低減） 

（２） インバータのアース線は最短経路で配線する。（Ｌ分の低減） 

（３） 電動機のアース線は下記のサイズとし、最短経路で配線する。（Ｌ分の低減） 

 

 

 

 

 

 

 

また、十分に低インピーダンス※の接地極に接続のこと。 

      ※機械側の接地（通常は建屋のアース）インピーダンスと同等、又はそれ以下。 

（４） 電動機と機械（減速機を含む）が別々の台床に設置されている場合には、電動機 

      のアースと機械のアースを接続する「コモンアース線」を追加配線し、各々の台 

床を電気的に接続すること。 

      ※追加するコモンアース線は、 

      ・高周波特性の良い平網線を使用のこと。 

・電動機のアース線と同等、もしくはそれ以上の太さとする。 

・最短経路で、２条以上で配線すること。（1000kW 超過時は３条） 

                                                                                           

①電動機の台床と機械の台床が個別の場合
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②電動機の台床と機械の台床が共通の場合 

Inverter 

電動機 

台床(導電性) 

機械 

(減速機) 

U 

V 

W 

※通常建屋のアース 

注１） 

カップリング 

(3)電動機 

アース線 

(2)インバータ 

アース線 

(1)主回路 

ケーブル 

 

東芝三菱電機産業システム株式会社 

資料番号：ＣＲＣ－ＸＡ１８１－Ａ 

       区     分 アース線太さ(ｍｍ２) 

１  1000kW 超過       100 

２   750kW 超過 ～ 1000kW        80 

３   300kW 超過 ～  750kW        60 

４    37kW 超過 ～  300kW        38 

 

注1) 電動機と機械（減速機を含む）間の接続に「絶縁カップリング」を使用 

     する対策も有効である。但し、大容量機では強度的問題で採用不可の場 

     合がある。 


